
Ⅱ みんなの森づくり県民税関係事業の取組状況［令和４年度］

１ みんなの森づくり県民税
⑴ 税の目的

森林環境の保全及び森林を全ての県民で守り育てる意識の醸成に関する施策に要す
る財源の確保

⑵ 課税の仕組み
個 人 現行の県民税均等割額に５００円を加算
法 人 現行の県民税均等割額に均等割額の５％相当額を加算

⑶ みんなの森づくり県民税条例の適用期間
［第１期］平成17～21年度 ［第２期］平成22～26年度
［第３期］平成27～令和元年度 [第４期] 令和２～６年度

⑷ 歳入・歳出予算 （単位：千円）
区 分 令和４年度
税 収 見 込 額 450,976
徴 収 取 扱 費 18,533
関係事業への税充当額 432,443

２ 関係事業 （単位：千円）

３月補正後
事 業 概 要

予 算 額

１ 森林（もり）にまなびふれあう推進事業 76,782
森林を全ての県民で守り育てる意識の醸成を図るため，森林・林業に関する学習や体験 (67,248)

活動への支援，森林環境教育の推進，自治会やＮＰＯ，企業などが行う森林づくりへの支 [9,534]

援，木の良さを学ぶ「木育」の実施や木造施設の整備等への支援を行う。

① 森林（もり）とのふれあい推進事業 20,681

・森林にふれあう機会や森林整備等を体験する機会の提供 (18,534)

・森林・林業に関する学習・体験活動への支援 ※1[ 2,147]

② 森林環境教育推進事業 7,642

・児童・生徒等に対する森林環境教育の実施 (1,095)

・学校環境緑化・緑の少年団活動への支援 ※1[ 99]
※2[6,448]

③ 多様な主体による森林（もり）づくり促進事業 1,747

・森林（もり）づくり活動に取り組む企業への支援 ( 907)

・森林ボランティアへの技術研修や若年層の森林ボランティア活動の促進 ※1[ 840]

④ 木とふれあう環境づくり推進事業 46,712

・木育の実施や木育教材等の導入への支援 (46,712)

・木の良さを実感できる木造施設の整備等への支援

・新規性・デザイン性に優れた木製品開発への支援や県産材利用の普及

２ 森林（もり）をまもりそだてる整備事業 379,376
森林環境の保全を図るため，再造林や間伐等の森林整備を支援するとともに，雑木竹林 (365,195)

やマツ枯損木の伐採整理などの対策を促進する。 [ 14,181]

① 未来につなぐ森林（もり）づくり推進事業 341,480

・人工林伐採跡地における再造林等への支援 (341,480)

・多様で健全な森林を育成するための間伐等の森林整備や路網整備等への支援

② 里山林等保全管理促進事業 37,896

・幹線道路沿線や集落周辺の雑木竹林の伐採整理など里山景観の整備への支援 (23,715)

・地域特性を生かした里山林整備への支援 ※1[ 7,604]

・被害松林の樹種転換など里山林の機能回復への支援 ※3[ 6,577]

456,158

合 計 (432,443)

[ 23,715]

注１ ( )はみんなの森づくり県民税充当額
※1[ ]は地方創生推進交付金充当額，※2[ ]は環境保全基金充当額，※3[ ]は共生・協働の地域社会

づくり基金充当額
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